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中外製薬　バイオ原薬製造棟（ＵＫ４）　完成年１月
稼 働 開 始

（９） （第３種郵便物認可）２０２３年　（令和５年）　１１月１３日　（月曜日）

　本施設は初期開発用治験薬のバイオ原薬製
造施設です。シングルユースを活用した製造
プロセスとクリーンルームの構築だけでな
く、サステナブルコンストラクションという
中外製薬様の環境コンセプトを実現すること
が重要な課題でした。
　環境施策は、省エネ創エネ、脱フロン、光
・音環境、空気質、水再利用、ＢＣＰなど多
岐にわたっていました。代表的な取り組みを
紹介します。
　①自然エネルギー活用・資源循環、熱回収
・高効率設備の採用により、二酸化炭素（Ｃ
Ｏ）排出量低減・エネルギーの最小化を図
りました。一般エリアのＢＥＬＳにより、認
証最高ランク５スターを獲得しました。
　②建物内のすべての冷熱源・温熱源・冷蔵

設備において自然冷媒を用いフロン類ゼロを
実現しました。
　③環境ファサードデザインで多目的最適化
により、日射遮蔽と眺望を両立する幅が異な
るルーバーを並べることにより、クリーン
ルームに直射日光が入ることなく外が望める
空間をつくりました。
　またオフィス空間では設計初期にユーザー
にヒアリングを行いコンパクトでありながら
も複数の場を持つフリーアドレスのレイアウ
トを実現しました。
　地球にやさしい環境配慮技術のもとユー
ザーが自然の光を感じながら働き、最先端の
医薬品が生み出される施設となることを心か
ら願っています。

　大成建設株式会社　上田恭平

シングルユースバイオリアクター（培養槽）

ボールルーム（精製室）

太陽光発電パネルが設置された屋上 南・西面外観

北・西面外観

　
現
場
は

中
外
製
薬
の
研
究
開
発

・
製
造
施
設
が
集
積
す
る
浮
間
事
業

所
内
の
一
角

南
側
の
中
外
製
薬
の

業
務
エ
リ
ア
と
工
事
エ
リ
ア
の
境
界

を
仮
囲
い
で
遮
断
し

工
事
関
係
者

や
工
事
車
両
の
動
線
が
重
な
ら
な
い

よ
う
区
道
の
通
る
北
側
に
ゲ

ト
を

設
け
た


　
大
成
建
設
の
永
洞
公
寿
︵
な
が
ほ

ら
・
こ
う
じ

︶
所
長
は

﹁
お
客

さ
ま
の
工
場
や
事
務
所
に
隣
接
し
て

い
る
こ
と
に
加
え

周
辺
に
住
宅
や

印
刷
・
製
本
会
社
が
立
地
し
た
環
境

の
た
め

第
三
者
災
害
の
防
止
と
あ

わ
せ
騒
音
・
振
動
対
策
を
徹
底
す
る

必
要
が
あ
り
ま
し
た

ま
た
敷
地
内

に
埋
設
さ
れ
て
い
る
高
圧
幹
線
や
ガ

ス

水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
を
損
傷

さ
せ
な
い
よ
う

実
際
に
掘
削
し
て

位
置
を
特
定
し
た
う
え
で
工
事
を
進

め
ま
し
た
﹂
と
現
場
運
営
の
留
意
点

を
説
明
す
る


　
バ
イ
オ
原
薬
製
造
棟
は

４
階
建

て
の
ク
リ

ン
ル

ム
を
備
え
た
Ｓ

造
基
礎
免
震
構
造
の
工
場

２
・
３

階
天
井
内
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ス
ペ


ス
が
あ
る
た
め

オ
フ

ス
ビ
ル
と

異
な
り
階
高
が
７
・
２

と
高
い
の

が
特
徴
だ


　
﹁
掘
削
時
に
地
中
残
置
物
が
見
つ

か
り

躯
体
工
事
着
工
が
ず
れ
込
み

ま
し
た
が

当
初
は
別
工
程
で
計
画

し
て
い
た
天
井
内
と
天
井
下
の
工
事

を
同
時
に
進
め
る
こ
と
で
遅
れ
を
吸

収
し
ま
し
た

た
だ

階
高
が
高
い

た
め

墜
落
す
る
と
大
き
な
事
故
に

つ
な
が
る
危
険
が
あ
り
ま
す

そ
の

た
め

建
物
内
部
に
全
面
足
場
を
組

み
立
て

安
全
管
理
を
万
全
に
し
て

作
業
を
行
い
ま
し
た
﹂

　
清
浄
度
が
要
求
さ
れ
る
製
薬
工
場

の
建
設
で
は

早
期
に
外
壁
を
施
工

し

異
物
に
よ
る
汚
染
や
虫
の
侵
入

を
防
ぎ

気
密
を
確
保
し
た
施
工
が

不
可
欠
と
な
る

加
え
て

数
カ
月

に
わ
た
る
バ
リ
デ

シ

ン
︵
性
能

検
証
︶
期
間
が
設
定
さ
れ
る
た
め


ユ

テ

リ
テ


設
備
を
優
先
し

内
装
工
程
を
立
案
す
る
必
要
が
あ
る

と
い
う

本
工
事
で
は
自
社
の
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
本
部
と
施
工
順
序


ク
レ

ン
配
置
・
計
画
的
搬
入
開
口

を
含
め
た
搬
入
ル

ト
な
ど
の
施
工

調
整
を
行
い
な
が
ら
製
造
ラ
イ
ン
を

構
築
す
る
と
と
も
に

ド
キ

メ
ン

ト
や
プ
ロ
セ
ス
管
理
を
徹
底
し

バ

リ
デ

シ

ン
期
間
を
確
保
し
た


　
施
工
中
は
人
手
不
足

資
材
薄
な

ど
の
影
響
で

ス
ケ
ジ


ル
通
り

労
務
や
資
材
を
調
達
で
き
な
い
日
も

あ

た
が

工
程
の
組
み
替
え
な
ど

で
対
処
し

工
期
を
厳
守
し
た


　
竣
工
を
迎
え
永
洞
所
長
は
﹁
お
客

さ
ま
の
懇
切
丁
寧
な
ご
指
導

ご
協

力

現
場
関
係
者
全
員
の
尽
力
に
よ

り
無
事
故
無
災
害
で
お
引
き
渡
し
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

工
事
に
携

わ
ら
れ
た
皆
さ
ま
に
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
﹂
と
謝
辞
を
述
べ
る


　
中
外
製
薬
の
新
し
い
バ
イ
オ
原
薬

製
造
棟︵
Ｕ
Ｋ
４
︶が

東
京
都
北
区

の
浮
間
事
業
所
︵
中
外
製
薬
工
業
浮

間
工
場
︶
敷
地
内
に
竣
工
し
た

初

期
開
発
用
治
験
薬
の
製
造
に
特
化
し

た
施
設
で

既
存
４
棟
の
商
用
・
治

験
薬
製
造
棟
と
あ
わ
せ

初
期
臨
床

開
発
か
ら
初
期
商
用
生
産
ま
で
の
一

貫
し
た
自
社
供
給
能
力
が
高
ま
り


革
新
的
な
医
薬
品
候
補
物
質
の
迅
速

な
開
発
・
上
市
を
支
え
る
基
盤
が
一

層
強
化
さ
れ
る

建
屋
内
の
設
備
を

オ

ル
電
化
に
す
る
と
と
も
に

冷

却
の
ノ
ン
フ
ロ
ン
化

太
陽
光
発
電

に
よ
る
創
エ
ネ
を
導
入
す
る
な
ど


環
境
配
慮
も
追
求
し
て
い
る
設
計


施
工
は
大
成
建
設
が
担
当
し
た


　このたび、浮間事業所敷地内で建設を進めてまいりまし
たバイオ原薬製造棟（ＵＫ４）が完成し、年１月から
稼働を開始いたします。中外製薬グループが求める機能、
品質を確保した施設を設計、施工で手がけていただきまし
た大成建設様に御礼申し上げます。
　浮間事業所には商用や治験用のバイオ原薬の生産を行う
ＵＫ０～ＵＫ３の４棟の既存製造棟がありますが、ＵＫ４
は中外製薬グループが強みとするバイオ医薬品の中で臨床
試験の初期段階となるＦＩＨ（First in Human）試験で
使用する原薬製造に特化した施設です。
　製法に合わせて必要な機器／工程が選択可能である大き
な空間のボールルームを備え、多様な初期開発用治験薬を
フレキシブル、迅速に製造できるのが特徴です。ＵＫ４は、
Research（研究）とEarly Development（早期開発）の機
能強化に向けたＲＥＤ　ＳＨＩＦＴを支える重要な基盤と
なります。

　ＵＫ４が加わったことで、独自の抗体エンジニアリング
技術を駆使した革新的なバイオ医薬品候補物質の速やかな
開発・上市を支える自社供給基盤が強化されます。いまだ
有効な治療法がないアンメットメディカルニーズの充足に
寄与する新薬を一日でも早くお届けしたいと考えていま
す。
　また、ＵＫ４ではサステナビリティを追求し、ノンフロ
ン、省エネルギーにも取り組みます。中外製薬グループは
現在、年のScope１＋２　ＣＯ（二酸化炭素）排出
量ゼロを目指し、年までにＣＯ排出量を年比で
％、年までに～％削減するなどの中期環境目標
を設定し、さまざまな取り組みを推進しています。ＵＫ４
は、本目標に基づき設計を行った建設プロジェクトで、環
境に配慮した施設とすることも重要項目の一つでした。
　医薬品の製造過程では原材料の溶解、洗浄、滅菌などに
大量の水と蒸気を必要とします。既存棟は燃焼時にＣＯ
が発生するガスボイラーを使用していますが、ＵＫ４は
オール電化としたことで施設内でのＣＯの発生をなく
し、冷却には温室効果の高いフロンガスに代わり、自然冷
媒のアンモニアを使用した設備を導入しています。さらに
再生可能エネルギー由来の電気を導入するとともに、外壁
面に太陽光発電パネルを設置して創エネも行い、環境負荷
の低減を実現しています。ＢＥＬＳ（建築物エネルギー性
能表示制度）の５スターを取得済みで、今後新たに建設す
る施設の参考となるよう、エネルギーの削減量の検証、効
果の評価を行ってまいります。

■工事名称：中外製薬株式会社浮間事業所Ｅ号棟バイオ原薬製造棟
（ＵＫ４）新築工事
■工事場所：東京都北区浮間５丁目２－１
■発　注　者：中外製薬株式会社
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡
■階　　数：地上４階
■構　　造：Ｓ造、基礎免震
■設　　計：大成建設株式会社一級建築士事務所
■監　　理：大成建設株式会社工事監理一級建築士事務所
■施　　工：大成建設株式会社東京支店
■工　　期：年２月１日～年９月日

※写真提供／中外製薬


